看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成22年12月13日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第32回）

時　間　　14:00～15：30                                司会者:佐々木　健之
場　所　　病院2F会議室                                記録者:藤原　百合子
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＜グループ活動報告＞

【東病棟】

・伊藤有樹スタッフが本採用

・正月日課表作成と決済

・7日、管理者研修出席

・節約にむけての取り組みなどについて、スタッフへの働きかけ　

・9日、実地指導進捗確認（橘JGM出席）会議出席

・8日、見学者の病棟対応

・南病棟の機械浴の使用開始・介助入浴者の対応

・事故報告

　12月12日、勝田ヒモエ様がベッドからずり落ちている状況発見

・修繕関連

　東A12号室トイレのふたや便座の破損

　

【西病棟】

・12/10節約対策作成データ提出→ＡＯＭ

・12/20/21/22検査データ研修再テスト（スタッフの実施日を確認中）

・院外・院内散策プログラム下半期企画書作成（来年1月より実施）

・12/31～1/3までの日課表（プログラム）作成中

・データベースの入力中（１４日に確認しカルテへ）

· 12/8から皮膚科実施箋の変更（個人処方の追加記載）                

· 病棟事業　データベース　（患者情報シート）試用開始　　　　　　　　　

· 12/13正月日課表作成　→AOM提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・疎遠家族（11月）なし

【北病棟】

· 年末年始行事掲示→合わせて映画鑑賞会各病棟へ掲示済　　　　　　　　　　　　

· パス書式修正提出済（11/28　川端Dr）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

→「退院調整検討会」名称変更「地域復帰支援検討会」に修正し再提出（12/3）→12/9再指摘あり。→要検討。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· データベース（在棟患者分）更新終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 「地域復帰支援検討会　運営・進行手順書」作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

→AOMへ→12/9指摘あり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 北病棟年末大掃除実施中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 12/8　清川厚子様　退院療養検討会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 12/9　小坂君子様　地域復帰支援検討会　　

　

【南病棟】

・伝達講習・・12/7

・実地指導打ち合わせ・・12/9

・電子血圧計管理についての報告書提出

・データベース新用紙に書き換え作業終了

【外来】

報告なし

【通所】
　　・12月2日～12月7日　勤続5年海外研修（上野・山田・飯野）

　研修出張報告書作成中

・12月8日　就職希望者　施設見学対応（上野）

・12月9日　実地指導打ち合わせ

・12月13日　日精協冊子 撮影

＜看護グループ事業報告＞

· 家族支援…年賀ハガキ患者様へ購入を勧めている。随時郵送する。

· 疾病教室…担当者不在、次週報告。

· ユニットケア基準…危険物・衣類の持ち込みについて。

割れ物（瀬戸物など）の持込、差し入れ、入院時に持ち込んではいけないものを一覧として、各部署への周知を目的とし、基準を作成。後日ＳＧＭ・AOMへ提出する予定。

＜皮膚科の年末年始診察について＞

12月27日の東病棟診察で、年末年始の診察の確認をすること。

年始の診察は以下の予定で打診してください。

臨時薬・指示箋の日数・指示受けを間違えないように指導をすること。

1月11日（火）西病棟

1月12日（水）南・東病棟（1月10日（祝日）のため。）

1月13日（木）北病棟

＜退院療養検討会などのシステム化について＞

退院療養検討会・ケースカンファレンス・社会復帰支援検討会のシステム化を川端IOOから求められている。

各々の病棟の特徴を踏まえながら、病棟カンファレンスの運営に役立てられればよいのでは・・・。

川端IOOの意向を伺いながら運営基準の作成を進めていく予定。








































